
クラスタ間のエクステンションモビリティ

この章では、CiscoExtensionMobilityCrossCluster機能について説明します。この機能を使用する
と、ある Cisco Unified Communications Managerクラスタ（ホームクラスタ）のエンタープライ
ズユーザが、外出先で別の Cisco Unified Communications Managerクラスタ（訪問先クラスタ）
の Cisco Unified IP Phoneに、ホームオフィスで IP Phoneを使用しているかのようにログインで
きます。

ユーザが単一のクラスタ内に留まる場合、ユーザにエクステンションモビリティ機能を提供

するには Cisco Extension Mobility機能を設定するだけで十分です。 Cisco Extension Mobility機
能の説明および設定の詳細については、エクステンションモビリティの章を参照してくださ

い。

（注）
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EMCC の設定
ネットワークでCisco ExtensionMobility Cross Clusterを設定するには、次の手順に従います。次の
手順を実行する際には、クラスタ間のエクステンションモビリティ, （1ページ）も参照してく
ださい。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified Serviceabilityで、[Tools] > [Service Activation]を選択します。

ステップ 2 サーバを選択し、各サービス名の横にあるチェックボックスをオンにし、次の CMサービスをア
クティブにします。

• Cisco CallManager

• Cisco TFTP

• Cisco Extension Mobility

• Cisco Bulk Provisioning Service（パブリッシャ上だけでアクティブ化可能）

ステップ 3 [保存(Save)]をクリックし、ポップアップウィンドウの [OK]をクリックしてサービスがアクティ
ブになるのを待機します。

ステップ 4 エクステンションモビリティ IP Phoneサービスを作成します。
a) Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、[デバイス(Device)] > [デバイスの設定

(Device Settings)] > [IP Phoneサービス(Phone Services)]を選択します。
b) [新規追加(Add New)]をクリックし、[IP Phoneサービスの設定(IP Phone Services Configuration)]
ウィンドウのフィールドに次のように入力します。

• [サービス名(Service Name)]：Extension Mobility

• [ASCIIサービス名(ASCII Service Name)]：Extension Mobility

• [サービスの説明(Service Description)]：Extension Mobility

• [サービスURL(Service URL)]：
http://10.89.80.19:8080/emapp/EMAppServlet?device=#DEVICENAME#&EMCC=#EMCC#

セキュアサービス URLが不要な場合を除いて、[サービスURL(Service URL)]と [セ
キュアサービスURL(Secure-Service URL)]の各フィールドの IPアドレスを変更して
ください。その場合、後続の https:// URLを省略できます。

[セキュアサービスURL(Secure-Service URL)]：
https://10.89.80.19:8443/emapp/EMAppServlet?device=#DEVICENAME#&EMCC=#EMCC#

[有効(Enable)]チェックボックスをオンにします。

（注）

エクステンションモビリティ IP Phoneサービスを初めて設定するときに [エンター
プライズ登録(EnterpriseSubscription)]チェックボックスをオンにすると、この IPPhone
サービスはエンタープライズ登録サービスとして設定されます。この場合、企業内

の電話機とデバイスのプロファイルはすべてこの IPPhoneサービスに自動登録され、
個別に登録を行う必要はありません。

（注）

c) [保存(Save)]をクリックして、エクステンションモビリティ IP Phoneサービスを保存します。

ステップ 5 エクステンションモビリティが必要なユーザ用のデバイスプロファイルを追加します。デバイ

スプロファイルは、ユーザが（エクステンションモビリティ、およびクラスタ間のエクステン
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ションモビリティに）ログインするとき、実際のデバイスとの対応付けに使用されます。次の手

順を実行します。

a) Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、[デバイス(Device)] > [デバイスの設定
(Device Settings)] > [デバイスプロファイル(Device Profile)]を選択します。

b) 特定のプロトコルを使用する特定のデバイスタイプ用に新しいデバイスプロファイルを追加
し、そのプロファイルにわかりやすい名前を付けます。

例：7975 SCCPデバイスプロファイル
c) 新しいデバイスプロファイルで、[クラスタ間エクステンションモビリティのCSS(Extension

Mobility Cross Cluster CSS)]フィールドを設定します。
このコーリングサーチスペース（CSS）は、ユーザが外出先で別の（訪問先の）クラスタの
IPPhoneを使用するとき、実際のデバイス設定に適用されます。このフィールドは、ローカル
IP Phoneの [電話の設定(Phone Configuration)]ウィンドウにある [コーリングサーチスペース
(Calling Search Space)]フィールドの設定と同じように設定します。

d) 新しいデバイスプロファイルに電話番号（DN）を追加します。
例：4001

e) [電話番号の設定(Directory Number Configuration)]ウィンドウの [関連リンク(Related Links)]ド
ロップダウンリストボックスで [デバイスの設定(Configure Device)(<新しいデバイスプロファ
イル名>)]オプションを選択し、[移動(Go)]をクリックします。
[デバイスプロファイルの設定(Device Profile Configuration)]ウィンドウに戻ります。

f) [デバイスプロファイルの設定(Device Profile Configuration)]ウィンドウの [関連リンク(Related
Links)]ドロップダウンリストボックスで [サービスの登録/登録解除(Subscribe/Unsubscribe
Services)]オプションを選択し、[移動(Go)]をクリックします。

g) 表示されるポップアップウィンドウで、[サービスの選択(Select a Service)]ドロップダウンリ
ストボックスからエクステンションモビリティサービスを選択します。

h) [次へ(Next)]をクリックしてから [登録(Subscribe)]をクリックします。
i) [保存(Save)]をクリックして、ポップアップウィンドウを閉じます。
j) [デバイスプロファイルの設定(Device ProfileConfiguration)]ウィンドウで、[保存(Save)]をクリッ
クします。

ステップ 6 Cisco Extension Mobility Cross Clusterのユーザを追加します。
a) Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、[ユーザ管理(User Management)] > [エン
ドユーザ(End User)]を選択します。

b) [新規追加(Add New)]をクリックして、新しいエンドユーザを追加します。
c) 表示される [エンドユーザの設定(EndUserConfiguration)]ウィンドウで、少なくとも次のフィー
ルドを設定します。

• [ユーザID(User ID)]

• [パスワード(Password)]

• [PIN]

• [姓(Last Name)]

• [名(First Name)]
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d) [エクステンションモビリティ(Extension Mobility)]ペインで、[クラスタ間のエクステンション
モビリティの有効化(Enable ExtensionMobilityCrossCluster)]チェックボックスをオンにします。

e) [エクステンションモビリティ(ExtensionMobility)]ペインの [使用可能なプロファイル(Available
Profiles)]リストペインから、設定したデバイスプロファイルを選択します。

f) 下矢印を使用して、[制御するプロファイル(Controlled Profiles)]リストペインにデバイスプロ
ファイルを移動します。

g) [保存(Save)]をクリックして、エンドユーザの設定を保存します。

ステップ 7 デバイスでエクステンションモビリティを有効にします。

a) Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、[デバイス(Device)] > [電話(Phone)]を選
択します。

b) ユーザがエクステンションモビリティまたはクラスタ間のエクステンションモビリティを実
行できる電話機を検索します。

c) このデバイスの [内線情報(Extension Information)]ペインで [エクステンションモビリティの有
効化(Enable Extension Mobility)]チェックボックスをオンにします。

d) [電話の設定(Phone Configuration)]ウィンドウの [関連リンク(Related Links)]ドロップダウンリ
ストボックスで [サービスの登録/登録解除(Subscribe/Unsubscribe Services)]オプションを選択
し、[移動(Go)]をクリックします。

e) 表示されるポップアップウィンドウで、[サービスの選択(Select a Service)]ドロップダウンリ
ストボックスからエクステンションモビリティサービスを選択します。

f) [次へ(Next)]をクリックしてから [登録(Subscribe)]をクリックします。
g) [保存(Save)]をクリックして、ポップアップウィンドウを閉じます。
h) [電話の設定(Phone Configuration)]ウィンドウで、[保存(Save)]をクリックします。ポップアッ
プウィンドウが表示された場合は、そのウィンドウで [OK]をクリックします。

この手順によって、ユーザがクラスタ内エクステンションモビリティログインを実行

するのに必要な設定が完了します。

（注）

[電話の設定(PhoneConfiguration)]ウィンドウには [セキュアサービスURL(Secure Services
URL)]があります。この URLをブランクにすると、URL Servicesエンタープライズパ
ラメータが使用されます。

（注）

ステップ 8 証明書の一括管理を設定します。

a) Cisco Unified Communications Operating Systemの管理ページで、[セキュリティ(Security)] > [証
明書の一括管理(Bulk Certificate Management)]を選択します。

b) 表示される [証明書の一括管理(Bulk Certificate Management)]ウィンドウで、フィールドを次の
ように設定します。

• [IPアドレス(IP Address)]：SFTPサーバの IPアドレスを指定します。
これは、すべての参加クラスタによって共有される必要のある、集中型のセキュ

ア FTPサーバです。
（注）

• [ポート(Port)]：22（SSHのデフォルトポート）。

• [ユーザID(User ID)]：書き込みアクセス権を持つユーザのユーザ ID。

• [パスワード(Password)]：書き込みアクセス権を持つユーザのパスワード。

• [ディレクトリ(Directory)]：書き込みアクセス権を持つユーザのディレクトリ（例：/tmp）。
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c) [保存(Save)]をクリックします。

ステップ 9 証明書の一括エクスポートを設定します。

a) Cisco Unified Communications Operating Systemの管理ページで、[セキュリティ(Security)] > [証
明書の一括管理(Bulk Certificate Management)]を選択します。

b) エクスポートアイコンをクリックします。
c) 表示される [証明書の一括エクスポート(BulkCertificateExport)]ウィンドウで、次のフィールド
を設定します：[証明書タイプ(Certificate Type)]：[すべて(All)]

d) [エクスポート(Export)]をクリックしてから [閉じる(Close)]をクリックします。

この手順によって、クラスタ内のすべてのノードの証明書が格納された PKCS12ファイルが作成
されます。

すべての参加クラスタは、同じSFTPサーバまたはSFTPディレクトリに証明書をエクスポートす
る必要があります。

Tomcat、TFTP、または Capfの証明書がクラスタのいずれかのノードで再生成されるたびに、そ
のクラスタで証明書をエクスポートする必要があります。

ステップ 10 証明書を統合します。

a) Cisco Unified Communications Operating Systemの管理ページで、[セキュリティ(Security)] > [証
明書の一括管理(Bulk Certificate Management)] > [統合(Consolidate)] > [証明書の一括統合(Bulk
Certificate Consolidate)]を選択します。
すべての参加クラスタが証明書のエクスポートを完了したら、証明書を統合します。このオプ

ションは、2つ以上のクラスタが証明書を SFTPサーバにエクスポートした場合にのみ使用可
能です。

b) 表示されるウィンドウで、次のフィールドを設定します：[証明書タイプ(CertificateType)]：[す
べて(All)]

c) [統合(Consolidate)]をクリックします。
この手順によって、SFTPサーバにあるすべてのPKCS12ファイルが統合され、1つのファイル
が作成されます。

統合を実行する必要があるのは、参加クラスタのうちの 1つだけです。

証明書を統合した後に新しい証明書をエクスポートした場合は、統合を再度実行して、新しく

エクスポートされた証明書を取り込む必要があります。

ステップ 11 証明書をインポートします。

a) Cisco Unified Communications Operating Systemの管理ページで、[セキュリティ(Security)] > [証
明書の一括管理(Bulk Certificate Management)] > [インポート(Import)] > [証明書の一括インポー
ト(Bulk Certificate Import)]を選択します。

b) 表示されるウィンドウで、次のフィールドを設定します：[証明書タイプ(CertificateType)]：[す
べて(All)]

c) [インポート(Import)]をクリックします。

各クラスタの証明書をすべてインポートした後、クラスタごとにCiscoCallManagerサー
ビスおよびCiscoTomcatサービスを再起動して、各クラスタのノード単位でサービスを
アクティブにする必要があります。

（注）
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これらの証明書は、アップグレード後も保持されます。ユーザが証明書を再インポー

トまたは再統合する必要はありません。

（注）

この手順によって、統合されたPKCS12ファイルがSFTPサーバからローカルクラスタにインポー
トされます。

いずれかの参加クラスタがエクスポートを行った場合は、すべてのクラスタで再インポートを行

う必要があります。

インポートは、中央の管理者が証明書を統合した後に実行します。

ステップ 12 ビデオコール用の EMCCを有効にするには、[共通の電話プロファイル(Common Phone Profile)]
（[デバイス(Device)] > [デバイスの設定(Device Settings)] > [共通の電話プロファイル(CommonPhone
Profile)]）を設定するか、または、[エンタープライズ電話の設定(Enterprise Phone Configuration)]
（[システム(System)] > [エンタープライズ電話の設定(Enterprise Phone Configuration)]）を行ってビ
デオコールを有効にします。

いずれかのウィンドウで、[ビデオ機能(Video Capabilities)]ドロップダウンリストボックスを [有
効(Enabled)]に設定します（この設定は、クラスタごとにデフォルトで有効になっている場合が
あります）。

ステップ 13 EMCCデバイスの追加：EMCCテンプレートを追加します。
a) CiscoUnified CommunicationsManagerの管理ページで、[一括管理(BulkAdministration)] > [EMCC]

> [EMCCテンプレート(EMCC Template)]を選択します。
b) [新規追加(Add New)]をクリックします。
c) [EMCCテンプレートの設定(EMCCTemplateConfiguration)]ウィンドウで、フィールドを次のよ
うに設定します。

• [テンプレート名(Template Name)]：EMCCデバイステンプレート

• [デバイスプール(Device Pool)]：[デフォルト(Default)]

• [SIPプロファイル(SIP Profile)]：[標準SIPプロファイル(Standard SIP Profile)]

• [共通デバイス設定(CommonDeviceConfiguration)]：[デフォルトの共通デバイス設定(Default
Common Device Configuration)]

d) [保存(Save)]をクリックします。

ステップ 14 EMCCデバイスの追加：デフォルトの EMCCテンプレートを設定します。
a) CiscoUnified CommunicationsManagerの管理ページで、[一括管理(BulkAdministration)] > [EMCC]

> [EMCCの挿入/更新(Insert/Update EMCC)]を選択します。
b) [EMCCデバイスの更新(Update EMCC Devices)]をクリックします。
c) [デフォルトのEMCCテンプレート(Default EMCC Template)]ドロップダウンリストボックス
で、設定した EMCCデバイステンプレートを選択します。

d) [今すぐ実行(Run Immediately)]をクリックします。
e) [送信(Submit)]をクリックします。
f) ジョブが正常に実行されたかどうかを確認します。
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[一括管理(Bulk Administration)] > [ジョブスケジューラ(Job Scheduler)]を選択し、必要なジョブ
のジョブ IDを検索します。ジョブが正常に実行されたことを確認します。

ステップ 15 EMCCデバイスの追加：EMCCデバイスを挿入します。
a) CiscoUnified CommunicationsManagerの管理ページで、[一括管理(BulkAdministration)] > [EMCC]

> [EMCCの挿入/更新(Insert/Update EMCC)]を選択します。
b) [EMCCデバイスの挿入(Insert EMCC Devices)]をクリックします。
c) [追加するEMCCデバイスの数(Number of EMCC Devices to be added)]フィールドの値を（5など
に）変更します。

d) [今すぐ実行(Run Immediately)]をクリックして [送信(Submit)]をクリックします。
e) このウィンドウを更新し、追加したデバイスの数（5など）が [データベース内にすでにある

EMCCデバイスの数(Number of EMCC Devices already in database)]に表示されることを確認しま
す。

f) または、[一括管理(Bulk Administration)] > [ジョブスケジューラ(Job Scheduler)]を選択し、ジョ
ブが正常に完了したかどうかを確認します。

追加する EMCC基本デバイスの最大数

次の計算式を使用して、クラスタ内でサポートされるデバイスの合計数を EMCCに追加します。

電話機 +（2 × EMCCデバイス）<= MaxPhones

Cisco Unified Communications ManagerシステムではMaxPhones値を 60,000に指定します。

Cisco Business Edition 5000システムではMaxPhones値を 700に指定します。

EMCCログインは、ホームクラスタで使用されるライセンスの数には影響しません。

ステップ 16 エンタープライズパラメータを設定して、位置情報フィルタを追加します。

a) Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、[システム(System)] > [エンタープライ
ズパラメータ(Enterprise Parameters)]を選択します。

b) クラスタ IDエンタープライズパラメータに、参加クラスタごとに一意のクラスタ IDを設定
します。

c) Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、[システム(System)] > [位置情報フィル
タ(Geolocation Filter)]を選択します。

d) [新規追加(Add New)]をクリックします。
e) 新しい位置情報フィルタを作成します。
名前の例：EMCC位置情報フィルタ

[国(Country)]、[都道府県(State)]、[市(City)]などの一致基準を指定します。

ステップ 17 EMCC機能のパラメータを設定します。
a) CiscoUnified CommunicationsManagerの管理ページで、[拡張機能(Advanced Features)] > [EMCC]

> [EMCC機能設定(EMCC Feature Configuration)]を選択します。
b) 表示される [EMCC機能設定(EMCC Feature Configuration)]ウィンドウで、次の機能パラメータ
を設定します。

• [EMCCログインデバイス用のデフォルトのTFTPサーバ(Default TFTPServer for EMCCLogin
Device)]
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• [EMCC位置情報フィルタ(EMCC Geolocation Filter)]

• [リモートクラスタ更新用のEMCCサービスのデフォルトサーバ(Default Server for Remote
Cluster Update)]

関連付けられているドロップダウンリストボックスからこれらの機能パラメータを選

択するには、事前にこれらの機能パラメータが設定されている必要があります。

（注）

他の EMCC機能のパラメータは、デフォルト値を保持するか、または必要に応じて変
更できます。

（注）

ステップ 18 EMCC用に 1つまたは 2つのクラスタ間 SIPトランクを設定します。
PSTNアクセスサービスとRSVPエージェントサービスの両方に 1つのトランクを設定
したり、サービスごとに 1つずつトランクを設定したりできます。必要な EMCC SIP
トランクは 2つまでです。

（注）

a) Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、[デバイス(Device)] > [トランク(Trunk)]
を選択します。

b) [新規追加(Add New)]をクリックします。
c) 次の設定を指定します。

• [トランクタイプ(Trunk Type)]：[SIPトランク(SIP Trunk)]

• [トランクサービスタイプ(Trunk Service Type)]：[クラスタ間のエクステンションモビリ
ティ(Extension Mobility Cross Clusters)]

d) [次へ(Next)]をクリックします。
e) 表示される [トランクの設定(TrunkConfiguration)]ウィンドウの [デバイス情報(Device Information)]
ペインで、次の設定を指定します。次に、値の例を示します。

• [名前(Name)]：EMCC-ICT-SIP-Trunk-1

• [デバイスプール(Device Pool)]：[デフォルト(Default)]

[SIP情報(SIP Information)]ペインで、次の設定例を指定します。

• [SIPトランクセキュリティプロファイル(SIP Trunk Security Profile)]：[非セキュアSIPトラ
ンクプロファイル(Non Secure SIP Trunk Profile)]

• [SIPプロファイル(SIP Profile)]：[標準SIPプロファイル(Standard SIP Profile)]

[位置情報の設定(Geolocation Configuration)]ペインで、次の設定を指定します。

• [位置情報の送信(Send Geolocation Information)]：このチェックボックスをオンにします。

EMCCトランクでは、SendGeolocationを True、MTPRequiredを False、および
UnattendedPortを Falseに指定する必要があります。

（注）

f) [保存(Save)]をクリックし、EMCC用のクラスタ間 SIPトランクを保存します。

ステップ 19 EMCCクラスタ間サービスプロファイルを設定します。
a) Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、[拡張機能(Advance Features)] > [EMCC]

> [EMCCクラスタ間サービスプロファイル(EMCC Intercluster Service Profile)]を選択します。
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b) [EMCC]ペインで [アクティブ(Active)]チェックボックスをオンにします。
c) [PSTNアクセス(PSTN Access)]ペインで [アクティブ(Active)]チェックボックスをオンにしま
す。

d) [PSTNアクセスSIPトランク(PSTN Access SIP Trunk)]ドロップダウンリストボックスで、設定
した SIPトランクを選択します。

e) [RSVPエージェント(RSVP Agent)]ペインで [アクティブ(Active)]チェックボックスをオンにし
ます。

f) [RSVPエージェントSIPトランク(RSVP Agent SIP Trunk)]ドロップダウンリストボックスで、
設定した別の SIPトランクを選択します。

トランクを 1つだけ設定した場合は、[PSTNアクセスSIPトランク(PSTN Access SIP
Trunk)]用のトランクと同じトランクを [RSVPエージェントSIPトランク(RSVP Agent
SIP Trunk)]用に選択できます。

（注）

g) [確認(Validate)]をクリックして、設定を検証します。
h) ポップアップウィンドウに失敗のメッセージが表示されなければ、[保存(Save)]をクリックし
ます。

ステップ 20 EMCCリモートクラスタサービスを設定します。
a) Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、[拡張機能(Advance Features)] > [EMCC]

> [EMCCリモートクラスタ(EMCC Remote Cluster)]を選択します。
b) [検索(Find)]をクリックして、既知のリモートクラスタのリストを表示します。
c) 設定するリモートクラスタが表示されたら、そのリモートクラスタをクリックし、設定値を
確認します。

d) 設定するリモートクラスタが表示されない場合は、[新規追加(Add New)]をクリックして次の
設定を行います。

• [クラスタID(Cluster ID)]：このクラスタ IDが、他のクラスタのクラスタ IDのエンタープ
ライズパラメータ値に一致することを確認します。

• [完全修飾名(Fully Qualified Name)]：リモートクラスタの IPアドレスまたはリモートクラ
スタ上の任意のノードとして解決可能なドメイン名を使用します。

EMCCが有効になっている間、TFTPチェックボックスは常にオフになってい
る必要があります。

（注）

ステップ 21 サービスパラメータを設定します。

a) CiscoUnified CommunicationsManagerの管理ページで、[システム(System)] > [サービスパラメー
タ(Service Parameters)]を選択します。

b) [サーバ(Server)]ドロップダウンリストボックスで、サーバを選択します。
c) [サービス(Service)]ドロップダウンリストボックスで、[Cisco ExtensionMobility]サービスを選
択します。

d) ウィンドウの上部にある [詳細設定(Advanced)]ボタンをクリックします。
e) 必要に応じて、[Clusterwide Parameters (Parameters that apply to all servers)]ペインで次のサービ
スパラメータを設定します。

• Inter-cluster Maximum Login Time
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• EMCC Allow Proxy：この値を [True]に設定します。

EMCCでは、コールログが常にクリアされま
す。

（注）

EMCCでは、複数のログインが常に許可されま
す。

（注）

SRSTを動作させるために、EMCCに特別な設定をする必要はありません。

システムに SRST設定が必要となる場合は、通常どおり設定してください。

関連トピック

クラスタ間のエクステンションモビリティ, （1ページ）
EMCCコールルーティング, （24ページ）
EMCCの設定, （1ページ）
EMCC機能の設定項目, （41ページ）
EMCCクラスタ間サービスプロファイルの設定項目, （47ページ）
リモートクラスタの設定, （48ページ）
サービスパラメータの設定

Cisco Extension Mobilityサービスのパラメータ

EMCC 機能
この項では、EMCCの機能と設定、サポートされている電話機、ログインの説明と要約、コール
処理、および電話機のセキュリティについて解説します。

EMCC と Cisco Extension Mobility
Cisco Extension Mobility機能が初めて提供されたのは、Cisco CallManagerのリリース 3.1からで
す。 Cisco Extension Mobilityは、継続してクラスタ内のユーザおよびデバイスだけに適用されま
す。ただし、ユーザは、ログインする場所に関係なく次のようなシームレスなエクスペリエンス

を必要としています。

•ユーザに対して、同じ機能セットおよびサービスセット（すべての回線、スピードダイヤ
ル、メッセージボタン、MWI、および機能）

•管理者に対して、セキュリティ、CAC、ローカルゲートウェイアクセス、ローカルメディ
アリソース、およびサービスアビリティ

EMCC の課題

クラスタ内 Cisco Extension Mobilityには、次の特徴があります。
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•ローカルデータベースでデバイス情報を使用できる。

•ローカルデータベースでユーザ情報を使用できる。

•ローカルデータベースでグローバル情報を使用できる。

クラスタ間 Cisco Extension Mobilityには、次の特徴があります。

•デバイス情報がクラスタデータベースに格納される。

•ユーザ情報がデバイス情報とは別のクラスタデータベースに格納される。

•ルーティング設定およびサービスパラメータなどのグローバル情報が両方のクラスタのデー
タベースに格納される。

Cisco Extension Mobilityには、ユーザ情報を管理するクラスタにデバイス情報を移動するか、逆
に、デバイス情報を管理するクラスタにユーザ情報を移動する必要があるという課題があります。

EMCC ソリューション
クラスタ間のエクステンションモビリティの問題を解決するソリューションは相互登録です。相

互登録には、次の特徴があります。

•ホームクラスタのユーザは訪問先クラスタの電話機にログインする。

•ログイン手順によって、ホームクラスタのデータベースにデバイス情報が伝送される。

•ホームクラスタのデータベースは、ユーザデバイスプロファイルを使用して一時デバイス
を作成する。

•ホームクラスタの TFTPサーバは、電話機の設定ファイルを作成する。

•ログイン後、訪問先クラスタは電話機をホームクラスタの TFTPサーバに転送する。

•電話機は、ホームクラスタ（HC）の TFTPサーバから TFTP設定をダウンロードした後、
ホームクラスタの Cisco Unified Communications Managerに相互登録する。

クラスタは、ログインユーザから見てホームまたは訪問先と呼びます。（注）

Cisco Extension Mobility Cross Clusterのインタラクション

CiscoExtensionMobilityCrossCluster機能と他の機能とのインタラクション一覧については、EMCC
のインタラクション, （36ページ）を参照してください。

EMCC の範囲

Cisco Extension Mobility Cross Clusterは、次の機能をサポートしています。

• Cisco Extension Mobilityログインおよびログアウト
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◦ユーザ認証はクラスタ間で行われる。

•セキュリティ

◦クラスタ間のセキュリティはデフォルトで提供される。

◦セキュアな電話機のセキュリティプロファイルを持つ Cisco Unified IP Phonesと、非セ
キュアなセキュリティプロファイルを持つ Cisco Unified IP Phoneをサポート。

•訪問先電話機に適した PSTNアクセス

◦ E911はPSTN（つまり、ローカルゲートウェイ）の適切な場所にルーティングされる。

◦市内通話は PSTNの適切な場所にルーティングされる。

◦ローカルルートグループに着信するコールは、訪問先クラスタ内のローカルゲートウェ
イにルーティングされる。

•訪問先電話機に適したメディアリソースの表示（次の例を参照）

◦ RSVPエージェント、TRP、保留音（MOH）、MTP、トランスコーダ、会議ブリッジ

•コールアドミッション制御（CAC）

◦ホームクラスタは、訪問先クラスタのロケーションとリージョンの情報を持たない。

◦ Cisco Unified Communications Managerのロケーションとリージョンは、クラスタ境界を
越えては適用できない。

•訪問先クラスタの RSVPエージェントを使用する RSVPエージェントベースの CAC

•ホームクラスタで実質的にサポートできるコール機能およびサービス

◦制限事項の例：インターコムの設定にはスタティックなデバイスの設定を指定するた
め、Cisco Extension Mobility Cross Clusterではインターコム機能がサポートされない。

• EMCCログインデバイスの最大オーディオビットレートは、デフォルトで 8 kbps（G.729）
に設定

EMCC ログイン
ここでは、EMCCログインについて説明します。
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EMCC ログインの用語
次の図に、Cisco Extension Mobility Cross Clusterにおける訪問先クラスタとホームクラスタを示し
ます。

図 1：訪問先クラスタとホームクラスタ

訪問先クラスタ

訪問先クラスタには、次の特徴があります。

•電話機は地理的に訪問先に存在する。

•電話機の設定は、訪問先の Cisco Unified Communications Managerデータベースに格納されて
いる。

•電話機が必要とするリソース（ゲートウェイおよび RSVPエージェントなど）は、訪問先に
存在する。

•通常、訪問先電話機は（EMCCログインの前に）この地理的ロケーションを管理する訪問先
の Cisco Unified Communications Managerクラスタに登録する。

• CCMCIPは Cisco CallManager Cisco IP Phoneサービスを示す。

ホームクラスタ

ホームクラスタには、次の特徴があります。

•エンドユーザの設定はホームクラスタに存在する。

•ユーザデバイスプロファイル（回線、スピードダイヤル、機能、およびその他の多数のユー
ザ特性）は、ホームクラスタに存在する。

•ユーザのダイヤリング傾向は、ホームコンテキスト内で有効。
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•ユーザロケールはホームクラスタに存在する。

相互登録のプロセスでは、デバイスデータをホームクラスタにインポートし、ホームクラスタ

内のエンドユーザのエクステンションモビリティ（EM）プロファイルと組み合わせてデバイス
レコードを作成します。次に電話機を転送し、ホームクラスタの Cisco Unified Communications
Managerに直接登録します。

EMCC ログインの進行
次の図に、エクステンションモビリティでホームクラスタを検索するときの Cisco Extension
Mobility Cross Clusterログインを示します。

図 2：EMCC ログイン：エクステンションモビリティによるホームクラスタの検索
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次の図に、エクステンションモビリティで認証、ホームクラスタへの情報提供、およびホーム

クラスタの準備を行う場合の Cisco Extension Mobility Cross Clusterログインを示します。

図 3：EMCC ログイン：エクステンションモビリティ認証、ホームへの情報提供、ホームの準備
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次の図に、エクステンションモビリティで訪問先クラスタを変更し、登録を開始する場合のCisco
Extension Mobility Cross Clusterログインを示します。

図 4：EMCC ログイン：エクステンションモビリティで訪問先クラスタを変更、登録の開始

Mini-configとは、ログイン後に電話機をホームクラスタにリダイレクトするために訪問先クラス
タで作成された簡単な設定ファイルのことです。
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次の図に、エクステンションモビリティログインサービスが処理を完了して電話機が登録され

る場合の Cisco Extension Mobility Cross Clusterログインを示します。

図 5：EMCC ログイン：エクステンションモビリティログインサービスの処理完了と電話機の登録

EMCC をサポートする電話機の判別
Cisco Extension Mobility Cross Clusterをサポートする電話機のリストは、バージョンおよびデバイ
スパックごとに異なります。

特定のリリースおよびデバイスパック用に、Cisco Extension Mobility Cross Clusterをサポートする
デバイスの全リストを作成するには、Cisco Unified Reportingアプリケーションを使用します。そ
のためには、次の手順に従います。

1 次のいずれかの方法を使用して、Cisco Unified Reportingを開始します。

Webアプリケーションへのアクセスを許可されるまで、ユーザの認証にはCisco Tomcatサービ
スが使用されます。アプリケーションには次の方法でアクセスできます。

• Cisco Unified Communications Managerの管理ページのナビゲーションメニューで [Cisco
Unified Reporting]を選択し、[Go]をクリックします。

• Cisco Unified Real Time Monitoring Tool（RTMT）のメニューで [File] > [Cisco Unified
Reporting]を選択します。

• https://<サーバ名または IP アドレス>:8443/cucreports/と入力し、認証済みの
ユーザ名とパスワードを入力します。
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2 ナビゲーションバーで、[System Reports]をクリックします。

3 左側のカラムに表示されたレポートのリストで、[Unified CM Phone Feature List]オプションを
クリックします。

4 [Generate a new report]リンクをクリックして新規レポートを生成するか、または、レポートが
すでに存在する場合は、[Unified CM Phone Feature List]リンクをクリックします。

5 Cisco ExtensionMobility Cross Clusterをサポートするすべてのデバイスのレポートを生成するに
は、対応するドロップダウンリストボックスから次の設定を選択し、[Submit]ボタンをクリッ
クします。

[Product]：[All]

[Feature]：[Extension Mobility Cross Cluste]

[List Features]ペインに、Cisco Extension Mobility Cross Cluster機能がサポートされているすべ
てのデバイスのリストが表示されます。カラムの見出し（[Product]または [Protocol]）の隣に
ある上下の矢印キーをクリックして、リストをソートできます。

CiscoUnified Reportingアプリケーションの詳細については、『CiscoUnified Reporting Administration
Guide』を参照してください。

EMCC の設定
Cisco Unified Communications Managerの管理ページおよび他の Cisco Unified Communicationコン
ポーネント（Cisco Unifiedサービスアビリティや Cisco Unified Communications Operating Systemな
ど）で Cisco ExtensionMobility Cross Clusterを設定するための手順の概要については、EMCCの設
定に関連するトピックを参照してください。

関連トピック

EMCCの設定, （41ページ）

EMCC のアクティブログインとリモートログインの概要
ユーザのホームクラスタでは、管理者はリモートデバイスからログイン済みのクラスタユーザ

のリストを確認できます。

このことを行うには、管理者が次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、[デバイス(Device)] > [電話(Phone)]を実行
します。

[電話の検索/一覧表示(Find and List Phones)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [関連リンク(RelatedLinks)]ドロップダウンリストボックスで [リモートログインデバイス(Remotely
Logged In Device)]を選択し、[移動(Go)]をクリックします。

   Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)
18

クラスタ間のエクステンションモビリティ

EMCC の設定



リモートログインデバイスのレポートの詳細については、『CiscoUnifiedCommunicationsManager
アドミニストレーションガイド』を参照してください。

ステップ 3 管理者は、任意のクラスタで Cisco Extension Mobilityまたは Cisco Extension Mobility Cross Cluster
にログイン済みのクラスタデバイスのリストを確認できます。このことを行うには、管理者が次

の手順を実行します。

a) Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、[デバイス(Device)] > [電話(Phone)]を実
行します。

[電話の検索/一覧表示(Find and List Phones)]ウィンドウが表示されます。
b) [関連リンク(RelatedLinks)]ドロップダウンリストボックスで [現在ログイン中のデバイスのレ
ポート(Actively Logged In Device Report)]を選択し、[移動(Go)]をクリックします。
現在ログイン中のデバイスのレポートの詳細については、『CiscoUnifiedCommunicationsManager
アドミニストレーションガイド』を参照してください。

EMCC コール処理
この項では EMCCコール処理と、コール処理問題に関するヘルプの入手方法について説明しま
す。

EMCC コール処理の概要
次の図に、EMCCコール処理の概要を示します。

図 6：EMCC コール処理
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EMCC コール処理の特徴
EMCCコール処理には、次の特徴があります。

•ホームクラスタでのコール制御

◦訪問先電話機はホームクラスタに登録する。

• RSVPエージェントは訪問先クラスタから割り当てられるが、制御はホームクラスタから間
接的に行われる。

◦訪問先電話機はホームクラスタに登録する。

◦ RSVPベースの CAC用のホームクラスタポリシーに従う。

•ホームクラスタおよび訪問先クラスタによるコーデック選択

◦メディアはホームクラスタおよび訪問先クラスタで処理を行う。

◦コーデックは両クラスタの EMCCリージョン設定に基づいて選択される。

•緊急コールのルーティングは訪問先電話機および訪問先クラスタに依存する。

◦ホームクラスタでは、ホームクラスタと訪問先クラスタ両方の緊急事態パターンがサ
ポートされる。

◦ EMCC SIPクラスタ間トランク経由でローカルルートグループを使用し、訪問先クラ
スタに緊急コールをルーティングする。

◦訪問先クラスタで設定された訪問先電話機のローカルルートグループを使用する。

•訪問先クラスタでのデバイスに依存する PSTNアクセス

◦訪問先電話機と同じ場所に設置されているローカルゲートウェイにSIPトランクからの
コールをルーティングする。

EMCC コール処理の要件
Cisco Extension Mobility Cross Clusterは、次のコール処理要件を満たしています。

•緊急コールのルーティング

◦ユーザは、ホームクラスタの緊急事態パターンまたは訪問先クラスタの緊急事態パター
ンにダイヤルできる（たとえば、英国の 999または米国の 911）。

◦どのクラスタの緊急事態パターンにダイヤルしたかにかかわりなく、訪問先クラスタの
ローカルゲートウェイにコールをルーティングする必要がある。

• RSVPエージェントベースの CAC
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◦訪問先クラスタの RSVPエージェントは、訪問先クラスタ内にある訪問先電話機のメ
ディアリソースグループリストMRGL）に基づいて割り当てる必要がある。

電話機をホームクラスタに登録したにもかかわらず、訪問先クラスタで電話機のロケーショ

ンを移動すると、訪問先クラスタ内のローカルゲートウェイまたはメディアリソースグルー

プリスト（MRGL）に正しく割り当てられない場合があります。

（注）

緊急コールの EMCC コール処理
次の図に、緊急コールに対する Cisco Extension Mobility Cross Clusterのコール処理を示します。

図 7：緊急コールの EMCC コール処理

ローミング用デバイスプールの検索

ローミング用デバイスプールの検索には、次の特徴があります。

• EMCC電話機は、ホームクラスタのローミング用デバイスプールからローミングに影響す
る属性を検索する。

•ホームクラスタでは、リモートクラスタごとにローミング用デバイスプールを1つ設定し、
そのクラスタを特徴付ける個別の位置情報を使用する。次に例を示します。

◦ DPforUKCluster（country=UK）

◦ DPforSJCluster（country=US、A1=CA、A3=SJ）
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•訪問先クラスタでエクステンションモビリティを有効にした電話機では、訪問先クラスタで
位置情報を設定する。

•ログイン処理によって、電話機の位置情報が訪問先クラスタからホームクラスタに送信され
る。

•ホームクラスタに設定された EMCC位置情報フィルタによって、電話機の位置情報がフィ
ルタリングされる。

•ホームクラスタでは、フィルタ処理された電話機の位置情報を使用して、電話機のローミン
グ用デバイスプールに最適なデバイスプールが検索され、電話機がホームクラスタに登録

される。

ローミング用デバイスプールのマッチング

次の図に、ホームクラスタ内の位置情報を使用したローミング用デバイスプールのマッチングを

示します。

図 8：ホームクラスタ内の位置情報を使用したローミング用デバイスプールのマッチング

EMCC コール処理の設定
訪問先クラスタでは、エクステンションモビリティを有効にした電話機の位置情報を設定しま

す。この設定は、[電話の設定(PhoneConfiguration)]ウィンドウ（[デバイス(Device)]> [電話(Phone)]）
の [位置情報(Geolocation)]フィールド、または [デバイスプール設定(Device Pool Configuration)]
ウィンドウ（[システム(System)] > [デバイスプール(Device Pool)]）の [位置情報の設定(Geolocation
Configuration)]ペインにある [位置情報(Geolocation)]フィールドで行います。

訪問先クラスタ内のエクステンションモビリティ対応電話機には、次のエンティティの設定も必

要です。
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•関連する [デバイスプール設定(Device Pool Configuration)]ウィンドウ（[システム(System)] >
[デバイスプール(Device Pool)]）のローカルルートグループ

• RSVPポリシーが有効な場合は、電話機のメディアリソースグループリスト内の RSVPデ
バイス（トランスコーダまたはMTP）

ホームクラスタでは、EMCC位置情報フィルタを設定します。 [拡張機能(Advanced Features)] >
[EMCC] > [EMCC機能設定(EMCC Feature Configuration)]メニューオプションを使用して、EMCC
位置情報フィルタを設定します。

1リモートクラスタにつき 1つのデバイスプールが、ログイン電話機のローミング用デバイス
プールとして機能します。

例

デバイスプールに英国クラスタ用 EMCCデバイスプールを指定します。

このデバイスプールの位置情報に英国の位置情報を指定します。

このデバイスプールの「英国の位置情報」位置情報を使用すると、英国の電話機はこのデバイス

プールに一致して、電話機がログインしたときにこのプールをローミング用デバイスプールとし

て選択できます。

EMCC 電話機一覧
ホームクラスタ管理者は、このクラスタに現在登録されている、すべてのリモートデバイスを一

覧表示できます。このことを行うには、[デバイス(Device)] > [電話(Phone)]を実行します。 [関連
リンク(Related Links)]ドロップダウンリストボックスで [リモートログインデバイス(Remotely
Logged In Device)]を選択し、[移動(Go)]をクリックします。

[リモートログインデバイスのレポート(Remotely Logged-In Device Report)]には、次の情報が表示
されます。

• [デバイス名(Device Name)]

• [ログインプロファイル(Logged In Profile)]

• [ユーザID(User ID)]

• [リモートクラスタID(Remote Cluster ID)]

• [ローミング用デバイスプール(Roaming Device Pool)]

• [デバイスセキュリティモード(Device Security Mode)]

EMCC コール処理
ホームクラスタ内のログイン EMCC電話機は、次の属性およびプリファレンスを取得します。

• EMCC基本デバイスからの共通属性（一括管理）

•ローミング用デバイスプールからのローミングに影響する属性
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◦リモートクラスタごとに 1つのローミング用デバイスプール

◦訪問先クラスタが同じ EMCC電話機は同じローミング用 DPを選択

◦国に固有の緊急ダイヤリングプランが可能（たとえば、英国の場合は 999）

•ユーザデバイスプロファイル（回線およびスピードダイヤル）からのユーザプリファレン
ス

• EMCC機能設定からの機能固有の属性

◦すべてのクラスタのすべての EMCC電話機のコーデックプリファレンス

◦ EMCC電話機の RSVPポリシー

EMCC コールルーティング
コールルーティングは、ホームクラスタで電話機用に作成されるコーリングサーチスペース

（CSS）に基づいて実行されます。

ホームクラスタは、次の優先順位で CSSを連結します。

1 付加 CSS（新規）

•ローミング用デバイスプールで設定され、国に固有の緊急ダイヤリングプランをサポー
トする（たとえば、英国の電話機はリモートで米国クラスタに登録されます。ユーザは、

米国クラスタが通常は認識しない 9.999（英国の緊急番号）にダイヤルします）。ホーム
クラスタが米国、訪問先クラスタが英国です。

•ホームクラスタと訪問先クラスタが同じ緊急事態パターンを共有している場合は、付加
CSS設定がスキップされる場合がある。

2 回線 CSS

3 デバイス CSS

•デバイスに固有。[電話の設定(Phone Configuration)]ウィンドウまたはスタティックデバ
イスプールで設定します。

•ホームクラスタ内で電話機の通常のダイヤリングを実現する。

•訪問先電話機はホームクラスタに電話デバイスが設定されていない。

•ホームクラスタは、ユーザログインデバイスプロファイルから EMCC CSS（新規）を
取得し、この CSSをスタティックデバイス CSSとして使用する。

付加コーリングサーチスペースの機能

付加 CSSを設定するには、[システム(System)] > [デバイスプール(Device Pool)]の順に選択し、[デ
バイスプールの設定(Device Pool Settings)]ペインで [付加CSS(Adjunct CSS)]フィールドを設定しま
す。
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この例では、次の設定が適用されます。

• [付加CSS(Adjunct CSS)]は Adjunct CSS for UK Clusterです。

•（[コーリングサーチスペースのルートパーティション(Route Partitions for this Calling Search
Space)]の）[選択されたパーティション(Selected Partitions)]は EMCC Emergency Partition for
UKです。

デバイスプールで設定する付加 CSSを使用すると、ログイン後に米国のクラスタに登録され、
ローミング用デバイスプールにバインドされる英国の電話機から、英国の緊急ダイヤリングが可

能になります。米国のクラスタがホームクラスタです。

コーリングサーチスペースには、メンバパーティションを1つだけ指定します（EMCCEmergency
Partition for UK）。

訪問先クラスタの緊急事態パターンの設定

ホームクラスタで訪問先クラスタの緊急事態パターンを設定します。

例

9.999/{EMCC emergency partition for UK}のルートを設定します。このルートにはメンバが 1つだ
け（標準 LRG）含まれています。

（米国の）ホームクラスタに登録されている（英国の）訪問先電話機が9.999にダイヤルすると、
電話機のローミング用デバイスプールの付加 CSSにより、このパターンはルートパターン
9.999/{EMCC emergency partition for UK}に一致します。このため、ホームクラスタ（米国のクラ
スタ）は、コールをデバイスローカルルートグループにルーティングします。

EMCC のローカルルートグループ
ホームクラスタ内のEMCC訪問先電話機のローカルルートグループには、次の特徴があります。

•デバイスのローカルルートグループは、デバイスローカルPSTNへのゲートウェイを含む。

•標準 LRGに終端するコールは、発信側デバイス LRG（つまり、ローカル PSTNに接続する
ゲートウェイ）に転送される。

•通常の電話機およびそのローカルルートグループは、同じクラスタに登録する。

• EMCC訪問先電話機およびそのローカルルートグループは、別々のクラスタに登録する。

◦ホームクラスタには訪問先電話機の設定済みローカルルートグループがない。

◦ホームクラスタは訪問先電話機のローカル PSTNゲートウェイに直接アクセスできな
い。

◦ホームクラスタにある EMCC訪問先電話機の標準 LRGに終端するコールは、PSTNア
クセス SIPトランク（EMCCの設定）経由で訪問先クラスタに転送される。
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◦訪問先クラスタは、訪問先電話機に設定されたローカルルートグループを検索する（エ
クステンションモビリティが有効になっている電話機は、訪問先クラスタでローカル

ルートグループを設定する必要があることに注意してください）。

◦訪問先クラスタは、通常の電話機と同様にローカルルートグループ内のゲートウェイ
にコールをルーティングする。

EMCC SIP トランクを使用したローカルルートグループ
次の図に、EMCC SIPトランクを使用するローカルルートグループルーティングを示します。

図 9：EMCC SIP トランクを使用したローカルルートグループルーティング

デバイスプロファイル内の EMCC コーリングサーチスペース
[デバイスプロファイルの設定(Device Profile Configuration)]ウィンドウ（[デバイス(Device)] > [デ
バイスの設定(Device Settings)] > [デバイスプロファイル(Device Profile)]）で定義した [クラスタ間
エクステンションモビリティのCSS(ExtensionMobility Cross Cluster CSS)]フィールドは、ユーザが
EMCCログイン時にこのデバイスプロファイルを選択するときに、リモート電話機のデバイス
CSSとして使用されます。

EMCC 電話機のリージョン設定
EMCC電話機のリージョン設定には、次の特徴があります。

• EMCCログイン電話機はホームクラスタにリージョンが設定されていない。
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•いかなるクラスタについても、すべてのFeaturesEMCCEMCCログイン電話機に、通常のリー
ジョン設定に優先する共通のリージョン設定（[拡張機能(Advanced Features)] > [EMCC] >
[EMCC機能設定(EMCC Feature Configuration)]）が割り当てられる。

•リージョンの EMCC機能のパラメータは、すべてのクラスタに同じ値を設定する必要があ
る。リージョンの EMCC機能のパラメータに異なる値を設定すると、リモートクラスタの
更新操作によって該当するクラスタの RSVPエージェントが無効となる。

•リージョンの EMCC機能のパラメータには、次の値が適用される。

◦ [EMCCRegionMax Audio Bit Rate]（この機能パラメータに関係する推奨回避策設定の詳
細については、EMCCソリューション, （11ページ）を参照してください）

◦ [EMCC Region Max Video Call Bit Rate (Includes Audio)]

◦ [EMCC Region Link Loss Type]

EMCC 電話機の RSVP 設定
EMCC電話機の RSVP設定には、次の特徴があります。

•ホームクラスタのEMCC電話機のRSVPポリシーは、通常の電話機と同じ設定手順に従う。

◦共通のロケーション（Remote-cluster-locationなど）またはクラスタ固有のロケーション
（UK-locationなど）を設定する。

◦ロケーションに無制限のオーディオおよびビデオ帯域幅を設定して、ロケーションベー
スの CACを無効にする。

◦ロケーションペアに RSVPポリシー（予約なし、オプション、必須）を設定する。

•訪問先クラスタでは、訪問先電話機のメディアリソースグループリスト（MRGL）にRSVP
デバイスを追加する。

• RSVPエージェントを割り当てるとき、ホームクラスタのCiscoUnifiedCommunicationsManager
はその RSVPエージェントが EMCC電話機用であることを認識し、RSVP SIPトランク上で
訪問先クラスタに要求をリダイレクトする。

•その他のすべてのメディアリソースを割り当てるとき、ホームクラスタの Cisco Unified
Communications Managerはホームクラスタに設定されたメディアリソースグループリスト
に基づいてメディアリソースを割り当てる。
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RSVP エージェントベースの CAC
次の図に、RSVPエージェントベースのコールアドミッション制御（CAC）基本コール用のCisco
Extension Mobility Cross Clusterを示します。

図 10：RSVP エージェントベースの CAC 基本コール用 EMCC

ホーム電話機による RSVP エージェント CAC の保留/再開
次の図に、ホーム電話機による RSVPエージェントベースの保留/再開のための Cisco Extension
Mobility Cross Clusterを示します。

図 11：ホーム電話機による RSVP エージェントベース CAC の保留/再開のための EMCC
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訪問先電話機による RSVP エージェント CAC の保留/再開
次の図に、訪問先電話機による RSVPエージェントベースの保留/再開のための Cisco Extension
Mobility Cross Clusterを示します。

図 12：訪問先電話機による RSVP エージェントベース CAC の保留/再開のための EMCC

EMCC コール処理の問題
この項では、EMCCで発生する可能性のある、コール処理に共通の問題について説明します。

•通常のコールを発信できない。

◦ EMCC電話機が正しいローミング用デバイスプールにバインドされていない（[デバイ
ス(Device)] > [電話(Phone)]の次に [リモートログインデバイス(Remotely Logged InDevice)]
を選択）。

◦ログインデバイスプロファイルに EMCC CSSを設定していない（[デバイス(Device)] >
[デバイスの設定(Device Setting)] > [デバイスプロファイル(Device Profile)]）。

◦ RSVP予約を設定すると失敗する（たとえば、訪問先クラスタにある訪問先電話機のメ
ディアリソースグループリストに RSVPデバイスがない、など）。

◦ EMCCログイン電話機でG.729コーデックがサポートされておらず、訪問先クラスタ内
の電話機にトランスコーダが設定されていない。

•緊急コールを発信できない。

◦ EMCC電話機が正しいローミング用デバイスプールにバインドされていない（[デバイ
ス(Device)] > [電話(Phone)]の次に [リモートログインデバイス(Remotely Logged InDevice)]
を選択）。
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◦ EMCC電話機のローミング用デバイスプールで付加 CSSが欠落している。

◦付加 CSSに基づいてホームクラスタのルーティング設定を確認する。

◦訪問先クラスタにある電話機のスタティックデバイスプールでローカルルートグルー
プ設定が欠落している。

•メディアが存在しない、または片方向メディアが存在する。

◦すべてのクラスタで [FeaturesEMCCEMCCリージョン(EMCC Region)]設定ウィンドウに
同じ値が設定されているどうかを確認する（[拡張機能(Advanced Features)] > [EMCC] >
[EMCC機能設定(EMCC Feature Configuration)]）。

◦ホームクラスタの RSVPポリシーを確認する（ホームクラスタの RSVPポリシーだけ
が重要）。

EMCC コール処理問題に関するヘルプ
コール処理問題のヘルプを入手するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 ホームクラスタおよび訪問先クラスタの両方から、詳細なトレースを収集します。

ステップ 2 コールシナリオの詳細は次のとおりです。

a) EMCCデバイスと、EMCCデバイス以外のデバイスおよびそのクラスタを識別します。たと
えば、EMCC電話機が正しいローミング用デバイスプールにバインドされていないとします。
[デバイス(Device)] > [電話(Phone)]メニューオプションを使用した後、[関連リンク(RelatedLinks
)]ドロップダウンリストボックスで [リモートログインデバイス(Remotely Logged In Device)]
を選択します。

EMCC が設定されている場合の電話機の動作
この項では、WANネットワーク障害時などのEMCC環境での電話機の動作について説明します。

WAN ネットワーク障害
次の図に、設定ファイルを使用できない場合のWANネットワーク障害を示します。
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電話機は訪問先クラスタに登録されます。

図 13：WAN ネットワーク障害：設定ファイルを使用できない

EMCCログインモードでは、ホームクラスタへの接続障害を検出した電話機は、そのホームク
ラスタへの接続を再確立しようとします。WAN障害などの障害によって再確立が何度か失敗し
た後、電話機は訪問先クラスタにログアウト要求を自動的に発行し、ログアウト時に訪問先クラ

スタに再登録します。

EMCC 障害：登録拒否
次の図に、登録拒否が発生した場合の EMCC障害を示します。
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電話機は訪問先クラスタに登録されます。

図 14：EMCC 障害：登録拒否

EMCC 障害：ホーム CUCM が使用不能/局間障害
次の図に、ホーム Cisco Unified Communications Managerが使用不能となって局間障害が発生した
場合の EMCC障害を示します。
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電話機は SRSTにフェールオーバーします。

図 15：EMCC 障害：ホーム Cisco Unified Communications Managerが使用不能/局間障害

EMCC 障害：ホーム CUCM が使用不能/クラスタ間障害
次の図に、ホーム Cisco Unified Communications Managerが使用不能となってクラスタ間障害が発
生した場合の EMCC障害を示します。
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電話機は訪問先クラスタに登録されます。

図 16：EMCC 障害：ホーム Cisco Unified Communications Managerが使用不能/クラスタ間障害

EMCC 障害：ホーム CUCM が使用不能/クラスタ間障害（訪問先 SRST が存在しない）
次の図に、ホーム Cisco Unified Communications Managerが使用不能となってクラスタ間障害が発
生し、訪問先 SRSTが適用されない場合の EMCC障害を示します。
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電話機は訪問先クラスタに登録されます。

図 17：EMCC 障害：設定ファイルが使用不能、クラスタ間障害が発生、訪問先 SRST が適用されない

EMCC が設定されている場合の電話機のセキュリティ
EMCC環境での電話機のセキュリティ問題の詳細については、『Cisco Unified Communications
Managerセキュリティガイド』を参照してください。

EMCC のシステム要件
Cisco Unified Communications Managerのシステム要件は、次のとおりです。

• Cisco Unified Communications Managerリリース 8.0(1)以降

• Cisco Extension Mobilityサービス

• Cisco Unified Communicationsオペレーティングシステム

• Cisco Bulk Provisioning Service

• Cisco Extension Mobility Cross Clusterの設定をサポートし、この設定を使用する他のコール制
御エンティティ。たとえば、他の Cisco Unified Communications Managerクラスタ、EMCCク
ラスタ間サービスプロファイル、および EMCCリモートクラスタサービス。
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インタラクションおよび制限事項
この項では、Cisco Extension Mobility Cross Clusterのインタラクションおよび制限事項について説
明します。

EMCC のインタラクション
この項では、Cisco Extension Mobility Cross Clusterと他のCisco Unified Communications Managerの
管理コンポーネントのインタラクションを示します。

Cisco Extension Mobility Cross Clusterの相互登録ソリューションを利用すると、ユーザ機能は予想
したとおりにクラスタ間で動作します。次のリストに、クラスタ間で動作するユーザ機能の一部

を示します。

•共有回線

•ハントリスト

•転送/会議/保留

•自動転送

• Cisco Unified Mobility

•割り込み/C割り込み

•即時転送

•アプリケーション

•スピードダイヤル

•サービス

•アドレス帳

•デバイスラベル

•ラインアピアランス管理

• MWI

•ボイスメール

•サイレント

•モニタリングと録音

•折り返しで話し中/応答なし

• Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）
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異なるクラスタバージョンの EMCC およびセキュリティモード
この項では、異なるバージョンのCisco ExtensionMobility Cross Clusterとセキュリティモードとの
インタラクションを示します。

電話機設定ファイルは、ホームクラスタと訪問先クラスタのバージョンが9.xであり、かつ、
両方の TFTP暗号化設定フラグが有効になっている場合にのみ暗号化できます。

（注）

EMCCログイン時に、訪問先クラスタとホームクラスタの両方のバージョンが 9.xである場合、
電話機は次の表に示すようにさまざまなモードで動作します。

表 1：訪問先クラスタとホームクラスタがどちらもバージョン 9.x である場合にサポートされるセキュリティ
モード

EMCCステータ
ス

訪問先電話機の

モード

訪問先クラスタ

のモード

訪問先クラスタ

のバージョン

ホームクラスタ

のモード

ホーム

クラス

タの

バー

ジョン

セキュア EMCCセキュア混合9.x混合9.x

非セキュア
EMCC

非セキュア混合9.x混合9.x

非セキュア
EMCC

非セキュア非セキュア9.x混合9.x

ログイン失敗セキュア混合9.x非セキュア9.x

非セキュア
EMCC

非セキュア非セキュア9.x非セキュア9.x

EMCCログイン時に、訪問先クラスタのバージョンが 8.xで、ホームクラスタのバージョンが 9.x
である場合、電話機は次の表に示すようにさまざまなモードで動作します。
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表 2：訪問先クラスタがバージョン 8.x で、ホームクラスタがバージョン 9.x の場合にサポートされるセキュ
リティモード

EMCCステータ
ス

訪問先電話機の

モード

訪問先クラスタ

のモード

訪問先クラスタ

のバージョン

ホームクラスタ

のモード

ホーム

クラス

タの

バー

ジョン

非サポートセキュア混合8.x混合9.x

非セキュア
EMCC

非セキュア混合8.x混合9.x

非セキュア
EMCC

非セキュア非セキュア8.x混合9.x

非サポートセキュア混合8.x非セキュア9.x

非セキュア
EMCC

非セキュア非セキュア8.x非セキュア9.x

EMCCログイン時に、訪問先クラスタのバージョンが 9.xで、ホームクラスタのバージョンが 8.x
である場合、電話機は次の表に示すようにさまざまなモードで動作します。

表 3：訪問先クラスタがバージョン 9.x で、ホームクラスタがバージョン 8.x の場合にサポートされるセキュ
リティモード

EMCCステータ
ス

訪問先電話機の

モード

訪問先クラスタ

のモード

訪問先クラスタ

のバージョン

ホームクラスタ

のモード

ホーム

クラス

タの

バー

ジョン

ログイン失敗セキュア混合9.x混合8.x

非セキュア
EMCC

非セキュア混合9.x混合8.x

非セキュア
EMCC

非セキュア非セキュア9.x混合8.x

ログイン失敗セキュア混合9.x非セキュア8.x
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非セキュア
EMCC

セキュア非セキュア9.x非セキュア8.x

EMCC の制限事項
この項では、他のCiscoUnified CommunicationsManagerの管理コンポーネントでのCisco Extension
Mobility Cross Clusterの制限事項を示します。

EMCC ログアウトの制限事項
エンドユーザがEMCCを使用してログインしているときにホームクラスタの管理者がエンドユー
ザの EMCC機能を無効にしても、このエンドユーザは自動的にはログアウトされません（この
シナリオでは、管理者がこのエンドユーザの [エンドユーザの設定(EndUserConfiguration)]ウィン
ドウで [クラスタ間のエクステンションモビリティの有効化(Enable ExtensionMobilityCrossCluster)]
チェックボックスをオフにします）。その代わり、このエンドユーザが後でEMCCを実行しよう
としても動作しません。現在の EMCCセッションは、エンドユーザがログアウトするまで継続
します。

EMCC はインターコム機能をサポートしない
インターコムの設定にはスタティックなデバイスの設定を指定するため、Cisco Extension Mobility
Cross Clusterではインターコム機能がサポートされません。

EMCC はロケーションベースの CAC をサポートしない
ロケーション CACはサポートされていません。

RSVPベースの CACはサポートされています。

ローカルルートグループを使用する場合の EMCC の制限事項および設定要件
ローカルルートグループを使用して EMCCコールをルーティングする場合、EMCCの制限事項
および設定要件の詳細については、次の項を参照してください。

• EMCCコール処理の設定, （22ページ）

•訪問先クラスタの緊急事態パターンの設定, （25ページ）

• EMCCのローカルルートグループ, （25ページ）

• EMCC SIPトランクを使用したローカルルートグループ, （26ページ）
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EMCC の重複ユーザ ID の制限事項
動作が予測できないため、（同じ PINまたは異なる PINのいずれの場合も）重複ユーザ IDはサ
ポートされていません。

EMCC デバイスの複数のクラスタ内でのプロビジョニングは不可
自動登録は無効にしておくことをお勧めします（不用意なプロビジョニングを避けるため）。

クラスタ間の EMCC およびセキュリティモード
すべてのクラスタでは、次のいずれかから同じセキュリティモードを指定する必要があります。

•クラスタは、非セキュアなクラスタまたは混合モードのクラスタを指定できます。

• Cisco ExtensionMobility Cross Clusterが有効になっている電話機は、セキュアモードまたは非
セキュアモードを指定できます。

訪問先電話機のログイン制限

参加クラスタ内の Cisco Extension Mobilityサービスは、定期的なリモートクラスタの更新を実行
します。 [EMCC機能設定(EMCC Feature Configuration)]機能のパラメータ Remote Cluster Update
Intervalによって、更新間隔を制御します。デフォルト値には 30分が指定されています。

クラスタ Aの Cisco Extension Mobilityサービスがこの更新についてリモートクラスタ（クラスタ
Bなど）から応答を受け取らない場合、クラスタ Aの [リモートクラスタ(Remote Cluster)]ウィン
ドウには、クラスタ Bの [リモートがアクティブ(Remote Activated)]サービスが [False]に設定され
ていると表示されます。

この場合、訪問先クラスタではホームクラスタからの応答を一切受け取らず、ホームクラスタの

[リモートがアクティブ(Remote Activated)]値を [False]に設定します。

この間隔の間は、訪問先電話機がEMCCを使用してログインできない場合があります。訪問先電
話機は、「ログインできません（23）」というメッセージを受信します。

この時点で、訪問先電話機から EMCCにログインしようとすると、エラー「ログインできません
（23）」が発生してログインに失敗します。このエラーは電話機に表示されます。これは、ホー
ムクラスタの Cisco Unified Communications Managerがサービス停止からサービス中に変化したこ
とを、訪問先クラスタが検出していないために発生します。

リモートクラスタのステータス変更の検出は、EMCC機能パラメータRemoteClusterUpdate Interval
の値に基づいて、訪問先の Cisco Extension Mobilityサービスが最後にクエリー/更新を実行した時
点を基に行われます。

また、[リモートクラスタサービスの設定(Remote Cluster Service Configuration)]ウィンドウ（[拡張
機能(Advanced Features)] > [EMCC] > [EMCCリモートクラスタ(EMCC Remote Cluster)]）の [リモー
トクラスタを今すぐ更新(Update Remote Cluster Now)]ボタンをクリックすると、[リモートがアク
ティブ(RemoteActivated)]値を [True]に変更できます。このとき、EMCCログインも有効になりま
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す。これ以外の場合、次の定期更新サイクルの後、訪問先電話機によるEMCCログインは通常に
戻ります。

EMCC とプロダクト固有の設定

インストールと EMCC のアクティブ化
Cisco Unified Communications Managerのインストール後、必要な設定作業を実行すると、ネット
ワークでCisco ExtensionMobility Cross Cluster機能をサポートできます。実行する必要がある設定
作業については、EMCCの設定, （1ページ）を参照してください。

EMCC の設定
この項では EMCCの設定について説明します。

EMCC 機能の設定項目
次の表に、[EMCC機能設定(EMCCFeatureConfiguration)]ウィンドウ（[拡張機能(AdvancedFeatures)]
> [EMCC] > [EMCC機能設定(EMCC Feature Configuration)]）で設定する EMCC機能のパラメータ
の詳細を示します。

表 4：EMCC 機能のパラメータの設定項目

説明EMCC パラメータ

リモートクラスタから EMCCにログインするデバイス
が使用するデフォルトTFTPサーバのコンピュータ名ま
たは IPアドレスを選択します。

[Default TFTP Server for EMCC Login
Device]

リモートクラスタから EMCCにログインするデバイス
が使用するバックアップTFTPサーバのコンピュータ名
または IPアドレスを選択します。

[Backup TFTP Server for EMCC Login
Device]
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説明EMCC パラメータ

有効期限が切れた EMCCデバイスのシステムをチェッ
クする間隔を分数で指定します。

有効期限が切れた EMCCデバイスとは、リモートクラ
スタからEMCCにログインしたデバイスのうち、WAN
障害または接続の問題が発生したために訪問先クラス

タからログアウトし、接続が回復したときに訪問先ク

ラスタに再度ログインしたデバイスを指します。

このメンテナンスジョブの実行中、Cisco Extension
MobilityサービスはCiscoUnifiedCommunicationsManager
データベースをチェックして、有効期限が切れたEMCC
デバイスがあるかどうかを調べ、そのようなデバイス

があれば自動的にログアウトされます。

デフォルト値は 1440分です。有効な値の範囲は 10～
1440分です。

[Default Interval for Expired EMCCDevice
Maintenance]

新しいリモートクラスタを追加したときに、そのクラ

スタ上のすべてのサービスを自動的に有効にするかど

うかを選択します。

有効な値は [True]（リモートクラスタ上のすべてのサー
ビスを自動的に有効化）または [False]（Cisco Unified
Communications Managerの管理ページの [リモートクラ
スタの設定(Remote Cluster Configuration)]ウィンドウ経
由でリモートクラスタ上のサービスを手動で有効化）

です。サービスを手動で有効にすれば、リモートサー

ビスが有効になる前に EMCC機能をすべて設定する余
裕ができます。

デフォルト値は [False]です。

[Enable All Remote Cluster Services When
Adding A New Remote Cluster]
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説明EMCC パラメータ

EMCCコールを処理するPSTNアクセスSIPトランクが
使用するコーリングサーチスペース（CSS）を選択し
ます。

PSTNアクセス SIPトランクには、Cisco Unified
CommunicationsManagerの管理ページの [クラスタ間サー
ビスプロファイル(Intercluster Service Profile)]ウィンド
ウでPSTNアクセス用に設定したSIPトランクを指定し
ます。このトランク経由のコールは、コールを開始す

る EMCCログイン電話機と同じ場所に設置されたロー
カルPSTN向けで、このPSTNだけにルーティングされ
ます。

有効な値は次のとおりです。

• [Use Trunk CSS]（PSTNコールはローカルルート
グループを使用します。このグループは、緊急サー

ビスコールを正しくルーティングするために有効

です）

• [Use phone's original device CSS]（PSTNコールはリ
モート電話機に設定されたコーリングサーチス

ペースを使用してルーティングされます。つまり、

電話機が EMCCにログインしていないときに使用
される CSSです）

デフォルト値は [Use Trunk CSS]です。

[CSS for PSTN Access SIP Trunk]

Cisco Extension Mobility Cross Cluster機能で使用するよ
うに設定した位置情報フィルタを選択します。このド

ロップダウンリストボックスで値を選択するには、あ

らかじめ EMCC位置情報フィルタを設定しておく必要
があります。

別のクラスタからエクステンションモビリティ経由で

ログインした電話機に関係付けられた位置情報と、選

択した EMCC位置情報フィルタに基づいて、Cisco
Unified Communications Managerは電話機をローミング
用デバイスプールに格納します。

Cisco Unified CommunicationsManagerでは、EMCC位置
情報フィルタを適用した後、電話機の位置情報に最も

よく一致するデバイスプールを評価して、使用するロー

ミング用デバイスプールを決定します。

[EMCC Geolocation Filter]
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説明EMCC パラメータ

このパラメータは、相手側に関連付けられたリージョ

ンとは無関係に、すべてのEMCCコールの最大オーディ
オビットレートを指定します。

デフォルト値は 8 kbps（G.729）です。

使用する [EMCC Region Max Audio Bit Rate]
を、クラスタの通信先となる他のクラスタに

通知してください。すべての参加 EMCCク
ラスタには、同じ [EMCC Region Max Audio
Bit Rate]を指定する必要があります。

（注）

[EMCC Region Max Audio Bit Rate]

このパラメータは、相手側に関連付けられたリージョ

ンのビデオコールの最大ビットレートとは無関係に、

すべてのEMCCビデオコールの最大ビットレートを指
定します。

デフォルト値は 384です。有効な値の範囲は 0～ 8128
です。

使用する [EMCC Region Max Video Call Bit
Rate]を、クラスタの通信先となる他のクラス
タに通知してください。すべての参加EMCC
クラスタには、同じ [EMCCRegionMaxVideo
Call Bit Rate]を指定する必要があります。

（注）

[EMCC Region Max Video Call Bit Rate
(Includes Audio)]

   Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)
44

クラスタ間のエクステンションモビリティ

EMCC 機能の設定項目



説明EMCC パラメータ

このパラメータは、任意のリモートクラスタの任意の

EMCC電話機とデバイス間のリンク損失タイプを指定
します。

使用する [EMCC Region Link Loss Type]を、
クラスタの通信先となる他のクラスタに通知

してください。 EMCCコールで双方向オー
ディオを有効にするには、すべての参加

EMCCクラスタが同じ [EMCCRegionLinkLoss
Type]を使用する必要があります。

（注）

Cisco Unified CommunicationsManagerは、選択されたオ
プションに基づいて、設定された [EMCC Region Max
AudioBitRate]を考慮しつつEMCCコールに最適なオー
ディオコーデックの使用を試みます。

有効な値は次のとおりです。

• [Lossy]（多少のパケット損失が発生する可能性の
あるリンク。DSLなど）

• [LowLoss]（パケット損失があまり発生しないリン
ク。T1など）

このパラメータを [Lossy]に設定すると、Cisco Unified
CommunicationsManagerでは多少のパケット損失が発生
するという前提のオーディオ品質に基づいて、[EMCC
RegionMaxAudio Bit Rate]によって設定された制限内で
最適なコーデックを選択します。

このパラメータを [Low Loss]に設定すると、Cisco
Unified Communications Managerではパケット損失がほ
とんど発生しない、またはまったく発生しないという

前提のオーディオ品質に基づいて、[EMCC Region Max
Audio Bit Rate]によって設定された制限内で最適なコー
デックを選択します。

[Low Loss]と [Lossy]オプションのオーディオコーデッ
クプリファレンス順序の違いは、リンク損失タイプを

[Low Loss]に設定したときに G.722が Internet Speech
Audio Codec（iSAC）より優先されるかどうかだけで
す。一方、リンク損失タイプを [Lossy]に設定すると、
iSACが G.722より優先されます。

デフォルト値は [Low Loss]です。

[EMCC Region Link Loss Type]
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説明EMCC パラメータ

EMCC RSVP SIPトランク上の 2つのクラスタ間で、
キープアライブメッセージまたは確認応答の送受信を

Cisco Unified CommunicationsManagerが待機する秒数を
指定します。

EMCC RSVP SIPトランクには、トランクサービスタイ
プとして Cisco Extension Mobility Cross Clusterが設定さ
れ、[クラスタ間サービスプロファイル(InterclusterService
Profile)]ウィンドウで RSVPエージェントの SIPトラン
クとして選択されている SIPトランクを指定します。
キープアライブメッセージまたは確認応答を受信しな

いうちにこれら 2つの間隔が経過すると、Cisco Unified
Communications Managerはリモートクラスタで使用す
る RSVPリソースを解放します。

デフォルト値は 15秒です。有効な値の範囲は 1～ 600
秒です。

[RSVP SIP Trunk KeepAlive Timer]

Cisco Extension Mobilityサービスがアクティブになって
いるこのローカルクラスタの、プライマリCiscoUnified
Communications Managerサーバのデフォルトサーバ名
または IPアドレスを選択します。リモートクラスタは
このサーバにアクセスして、このローカルクラスタに

ついての情報を取得します。

[Default Server for Remote Cluster Update]

Cisco Extension Mobilityサービスがアクティブになって
いるこのローカルクラスタの、セカンダリCiscoUnified
Communications Managerサーバのデフォルトサーバ名
または IPアドレスを選択します。リモートクラスタ
は、プライマリサーバがダウンしているときにこのサー

バにアクセスして、このローカルクラスタについての

情報を取得します。

[Backup Server for Remote Cluster Update]

ローカルCiscoUnified CommunicationsManagerノード上
の Cisco Extension Mobilityサービスがリモート EMCC
クラスタの情報を収集する間隔（分単位）を指定しま

す。収集される情報には、リモートクラスタの Cisco
Unified Communications Managerバージョンおよびサー
ビス情報などの詳細が含まれます。

デフォルト値は30です。有効な値の範囲は15～10,080
分です。

[Remote Cluster Update Interval]
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EMCC クラスタ間サービスプロファイルの設定項目
EMCCクラスタ間サービスプロファイルは、[クラスタ間サービスプロファイルの設定(Intercluster
Service Profile Configuration)]ウィンドウで設定します。Cisco Unified CommunicationsManagerの管
理ページで、[拡張機能(Advanced Features)] > [EMCC] > [EMCCクラスタ間サービスプロファイル
(EMCC Intercluster Service Profile)]メニューオプションを使用してこのウィンドウを表示します。

表 5：EMCC クラスタ間サービスプロファイルの設定項目

説明フィールド

[EMCC]

Cisco ExtensionMobility Cross Cluster機能を有効
にするには、このチェックボックスをオンにし

ます。

[アクティブ(Active)]

[PSTNアクセス(PSTN Access)]

PSTNアクセスを有効にするには、このチェッ
クボックスをオンにします。

[アクティブ(Active)]

ドロップダウンリストボックスから、PSTNア
クセスに使用する SIPトランクを選択します。

最初にSIPトランクを指定（[デバイス(Device)]
> [トランク(Trunk)]）してから、そのトランク
を PSTNアクセス用に設定する必要がありま
す。

[SIPトランク(SIP Trunk)]

[RSVPエージェント(RSVP Agent)]

RSVPエージェントを有効にするには、この
チェックボックスをオンにします。

[アクティブ(Active)]

ドロップダウンリストボックスから、RSVP
エージェントに使用する SIPトランクを選択し
ます。

最初にSIPトランクを指定（[デバイス(Device)]
> [トランク(Trunk)]）する必要があります。

[SIPトランク(SIP Trunk)]

[EMCCセットアップ検証レポート(EMCC Setup Validation Report)]
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説明フィールド

[保存(Save)]をクリックすると、このペインに
[EMCCセットアップ検証レポート(EMCC Setup
Validation Report)]が表示されます。

[確認(Validate)]をクリックすると、ポップアッ
プウィンドウに[EMCCセットアップ検証レポー
ト(EMCC Setup Validation Report)]が表示されま
す。ポップアップウィンドウを閉じるには、

[閉じる(Close)]をクリックします。

レポートの [設定(Configuration(s))]カラムに、
検証対象の次のエンティティが表示されます。

• [EMCC PSTNアクセスサービス(EMCC
PSTN Access Service)]

• [EMCCログインデバイス用のデフォルト
のTFTPサーバ(Default TFTP Server for
EMCC Login Device)]

• [EMCC位置情報フィルタ(EMCCGeolocation
Filter)]

• [リモートクラスタ用のEMCCサービスの
デフォルトサーバ(EMCC Service Default
Server for Remote Cluster)]

• [EMCCデバイス(EMCC Devices)]

• [クラスタID(ClusterId)]

[設定(Configuration(s))]

このカラムには、EMCCクラスタ間サービスプ
ロファイルの、検証中の各設定のステータスが

表示されます。各エンティティの有効な値は

[成功(Success)]および [失敗(Failure)]です。

[ステータス(Status)]

失敗した設定ごとにエラーメッセージが表示さ

れ、正しい設定を行うために実行する必要のあ

る設定が示されます。

エラーメッセージ

リモートクラスタの設定

Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、[拡張機能(Advanced Features)] > [クラスタ
ビュー(Cluster View)]メニューパスを使用してリモートクラスタを設定します。
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リモートクラスタの検索に関するヒント

検索操作を実行すると、すでに追加されているリモートクラスタだけが検索されます。検索操作

を実行しても、自動的に企業に所属しているクラスタは検索されません。

GUI の使用方法

CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ページのグラフィカルユーザインターフェイス（GUI）
を使用してレコードを検索、削除、設定、またはコピーする方法については、『Cisco Unified
Communications Managerアドミニストレーションガイド』とそのサブセクションを参照してくだ
さい。GUIの使用方法とボタンおよびアイコンの機能の詳細が説明されています。

設定項目の表

次の表に、[リモートクラスタの設定(RemoteClusterConfiguration)]ウィンドウ（[拡張機能(Advanced
Features)] > [クラスタビュー(Cluster View)]）で設定するリモートクラスタの設定項目の詳細を示
します。

表 6：リモートクラスタの設定項目

説明フィールド

[リモートクラスタ情報(Remote Cluster Information)]

リモートクラスタのクラスタ IDを入力します。

有効な値は、英数字、ピリオド（.）、ハイフン（-）です。

[クラスタID(Cluster Id)]

リモートクラスタの説明を入力します。

このフィールドには、最大 128文字を入力できます。引用符
（"）、右山カッコ（>）、左山カッコ（<）、バックスラッシュ
（\）、ダッシュ（-）、アンパサンド（&）、およびパーセント
記号（%）を除くすべての文字を使用できます。

[説明(Description)]

リモートクラスタの完全修飾名を入力します。

このフィールドには最大50文字を入力でき、使用できる文字は
英数字（a～ z、A～ Z、0～ 9）、ピリオド（.）、ダッシュ
（-）、アスタリスク（*）、およびスペース（）です。

[完全修飾名(Fully Qualified
Name)]

[リモートクラスタサービスの情報(Remote Cluster Service Information)]
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説明フィールド

EMCCサービスの場合、このサービスの設定の詳細が次のカラ
ムヘッダーに表示されます。

• [有効(Enabled)]：EMCCサービスが有効な場合は、この
チェックボックスがオンになります。

• [サービス(Service)]：このエントリはEMCCサービスです。

• [リモートがアクティブ(Remote Activated)]：有効な値は
[True]または [False]です。

• [アドレス1(Address 1)]：このカラムには、このサービスの
最初のアドレスが表示されます。

• [アドレス2(Address 2)]：このカラムには、このサービスの
2番目のアドレスが表示されます。

• [アドレス3(Address 3)]：このカラムには、このサービスの
3番目のアドレスが表示されます。

[EMCC]

PSTNアクセスの場合、このサービスの設定の詳細が次のカラ
ムヘッダーに表示されます。

• [有効(Enabled)]：PSTNアクセスが有効な場合は、この
チェックボックスがオンになります。

• [サービス(Service)]：このエントリはPSTNアクセスです。

• [リモートがアクティブ(Remote Activated)]：有効な値は
[True]または [False]です。

• [アドレス1(Address 1)]：このカラムには、このサービスの
最初のアドレスが表示されます。

• [アドレス2(Address 2)]：このカラムには、このサービスの
2番目のアドレスが表示されます。

• [アドレス3(Address 3)]：このカラムには、このサービスの
3番目のアドレスが表示されます。

[PSTNアクセス(PSTN Access)]
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説明フィールド

RSVPエージェントの場合、このサービスの設定の詳細が次の
カラムヘッダーに表示されます。

• [有効(Enabled)]：RSVPエージェントが有効な場合は、こ
のチェックボックスがオンになります。

• [サービス(Service)]：このエントリはRSVPエージェントで
す。

• [リモートがアクティブ(Remote Activated)]：有効な値は
[True]または [False]です。

• [アドレス1(Address 1)]：このカラムには、このサービスの
最初のアドレスが表示されます。

• [アドレス2(Address 2)]：このカラムには、このサービスの
2番目のアドレスが表示されます。

• [アドレス3(Address 3)]：このカラムには、このサービスの
3番目のアドレスが表示されます。

[RSVPエージェント(RSVP
Agent)]

すべてのサービス（EMCC、PSTNアクセス、およびRSVPエー
ジェント）を有効にするには、このボタンをクリックします。

[すべてのサービスを有効化
(Enabled All Services)]

すべてのサービス（EMCC、PSTNアクセス、およびRSVPエー
ジェント）を無効にするには、このボタンをクリックします。

[すべてのサービスを無効化
(Disabled All Services)]

リモートクラスタをすぐに更新するには、このボタンをクリッ

クします。

[リモートクラスタを今すぐ更
新(Update Remote Cluster Now)]

ユーザへの情報提供
エンドユーザは、クラスタ間のエクステンションモビリティ機能へのログインとログアウトを、

エクステンションモビリティ機能から実行する場合と同じように実行します。また、どのクラス

タを使用しているかはエンドユーザに表示されません。

EMCC のトラブルシューティング
この項では、EMAppおよび EMServiceのエラーコードについて説明します。

Cisco Extension Mobility Cross Clusterのトラブルシューティングについては、『Cisco Unified
Communications Manager Troubleshooting Guide』を参照してください。
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EMApp のエラーコード
次の表に、Cisco Extension Mobilityアプリケーション（EMApp）に適用されるエラーコードを示
します。

表 7：Cisco Extension Mobilityアプリケーション（EMApp）のエラーコード

説明簡単な説明電話機の表示エラー

コード

ユーザが EMCCユーザの場合、
[クラスタ間サービスプロファイ
ル(Inter-cluster Service Profile)]ペー
ジで「EMCC」がアクティブにさ
れていないと、このエラーが発生

する可能性があります。

認証エラー再度ログインしてくださ

い（201）
201

ユーザがブランクのユーザ IDま
たは PINを入力しました。

UserIDまたは PINが空白
です。

再度ログインしてくださ

い（202）
202

指定されたPINを使用するユーザ
を IMSが認証できなかった場合
に、このエラーが EMAppから電
話機に送信されます。

ディレクトリサーバエ

ラー

ログインできません

（204）
204

キャッシュまたはデータベースか

らユーザプロファイル情報を取

得できなかった場合に発生しま

す。

ユーザプロファイルなしログインできません

（205）

ログアウトできません

（205）

205

要求 URIにデバイスまたは名前
タグが欠落している場合に発生し

ます。これは実際のデバイスで

発生する可能性はなく、サード

パーティアプリケーションから

要求が送信された場合にだけ発生

する可能性があります。

空のデバイス名ログインできません

（207）

ログアウトできません

（207）

207
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説明簡単な説明電話機の表示エラー

コード

訪問先 EMAppが、どの訪問先
EMServiceにも接続できません
（サービスがダウンしているか、

またはアクティブではありませ

ん）。

訪問先の EMServiceが、ホーム
EMServiceに接続できません
（WANがダウンしているか、ま
たは証明書が信頼されていませ

ん）。

EMService接続エラーログインできません

（208）

ログアウトできません

（208）

208

EMAppの初期化中に何らかのエ
ラー（データベース接続障害な

ど）が発生しました。起動時に

データベースへの接続に失敗する

と、このエラーが発生する場合が

あります。これは致命的なエラー

です。

初期化に失敗：管理者に

連絡

ログインできません

（210）

ログアウトできません

（210）

210

訪問先クラスタの [クラスタ間
サービスプロファイル(Intercluster
Service Profile)]ウィンドウで
PSTNがアクティブにされていな
い場合に発生します。

EMCCが非アクティブログインできません

（211）

ログアウトできません

（211）

211

間違ったクラスタ IDがリモート
クラスタに送信され、リモート

クラスタの更新（キープアライ

ブ）に失敗した場合に発生しま

す。

クラスタ IDが無効ログインできません

（212）
212

デバイス（電話機ロード）に

EMCC機能がない場合に発生しま
す（たとえば、従来の電話機、ま

たは古い電話機ロードを使用する

TNP電話機の場合）。

デバイスがEMCCを未サ
ポート

ログインできません

（213）

ログアウトできません

（213）

213
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EMService のエラーコード
次の表に、Cisco Extension Mobilityサービス（EMService）に適用されるエラーコードを示しま
す。

表 8：Cisco Extension Mobilityサービス（EMService）のエラーコード

説明簡単な説明電話機の表示エラー

コード

まったく予期しない何らかのシナリ

オによってEMServiceに障害が発生
しました。このエラーは致命的で

す。

不明なエラーログインできません

（0）

ログアウトできませ

ん（0）

0

EMServiceがEMApp/EMServiceから
の XML要求を解析できませんでし
た。このことは、サードパーティ

アプリケーションが間違ったクエ

リー/ログインXML（EMAPI）を送
信すると発生します。また、ホーム

CUCMのバージョンと訪問先CUCM
の（EMCCの）バージョンに不一致
があると発生する可能性がありま

す。

解析時のエラーログインできません

（1）

ログアウトできませ

ん（1）

1

ユーザが誤った PINを入力したた
め、EMCCユーザクレデンシャルを
認証できませんでした。

EMCC認証エラーログインできません

（2）
2

無効なアプリケーションユーザ。

これは EM APIを使用しているとき
に、よく発生する可能性がありま

す。

無効なアプリケーション

ユーザ

ログインできません

（3）

ログアウトできませ

ん（3）

3

何らかの不明な理由（データベース

クエリー中のエラーまたはキャッ

シュから情報を取得中のエラー）に

より、ログイン/ログアウト要求を検
証できない場合にEMサービスはこ
のエラーを送信します。

ポリシー検証エラーログインできません

（4）

ログアウトできませ

ん（4）

4
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説明簡単な説明電話機の表示エラー

コード

[電話の設定(Phone Configuration)]
ページの [エクステンションモビリ
ティの有効化(Enable Extension
Mobility)]がオフになっているデバ
イスのEM/EMCCログインが要求さ
れました。

デバイスのログインが無

効

ログインできません

（5）

ログアウトできませ

ん（5）

5

EMサービスから要求されたクエ
リーまたはストアドプロシージャ

（ログイン/ログアウトまたはデバイ
ス/ユーザクエリー）の実行中にデー
タベースが例外をスローすると、EM
サービスは必ずこのエラーコードを

EMアプリケーションに送信しま
す。

データベースエラーログインできません

（6）

ログアウトできませ

ん（6）

6

有効なクエリーがEMServiceに送信
されませんでした（有効なクエリー

は DeviceUserQueryおよび
UserDeviceQueryです）。通常、正
しくない XMLを入力して EM API
を使用すると、このエラーが発生し

ます。

不明なクエリータイプログインできません

（8）

ログアウトできませ

ん（8）

8

このエラーが表示されるのは、次の

2つの場合です。

1 IMSが特定のユーザを認証しよ
うとして例外をスローする場合

2 キャッシュまたはデータベース

から特定ユーザについての情報

を取得できない場合

ディレクトリのユーザ情

報エラー

ログインできません

（9）

ログアウトできませ

ん（9）

9

ユーザが他のユーザに代わってログ

イン/クエリーを実行しようとしまし
た（デフォルトでは、管理者権限が

あるのはCCMSysUserだけです）。

ユーザにアプリケーショ

ンのプロキシ権限がない

ログインできません

（10）

ログアウトできませ

ん（10）

10
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説明簡単な説明電話機の表示エラー

コード

電話レコードのエントリがデバイス

テーブルにありません。

デバイスが存在しないログインできません

（11）

ログアウトできませ

ん（11）

11

デバイスプロファイルがリモート

ユーザ（EMCCログイン）に関連付
けられていません。

デバイスのプロファイル

が見つからない

電話レコードのエン

トリがデバイステー

ブルにありません

12

特定の電話機に別のユーザがすでに

ログイン済みです。

別のユーザがログイン中ログインできません

（18）
18

ログインしていないユーザをログア

ウトさせようとしました。通常、

サードパーティアプリケーション

（EM API）からログアウト要求を
送信すると、このエラーが発生する

可能性があります。

ユーザがログインしてい

ない

ログアウトできませ

ん（19）
19

[電話の設定(Phone Configuration)]
ページの [エクステンションモビリ
ティの有効化(Enable Extension
Mobility)]がオフになっています。

ホテリングフラグエラーログインできません

（20）

ログアウトできませ

ん（20）

20

ローカルキャッシュまたはデータ

ベースから現在のユーザステータス

を取得できませんでした

（PolicyValidatorが現在のログイン
ユーザまたはログイン時間を確認し

ようとした場合）。

ホテリングステータスエ

ラー

ログインできません

（21）

ログアウトできませ

ん（21）

21

デバイスでEMが有効でないときに
要求が EM API経由で送信された場
合、または電話機のサービスボタン

が押された場合に発生します。

デバイスのログインが無

効

ログインできません

（22）
22

指定されたユーザ IDが（いずれの
リモートクラスタでも）見つからな

い場合に発生します。

ユーザが存在しないログインできません

（23）

ログアウトできませ

ん（23）

23
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現在、ユーザは別の電話にログイン

しています。

ユーザが別の場所にログ

イン中

ログインできません

（25）
25

現在、EMServiceは「Maximum
Concurrent Requests」サービスパラ
メータのしきい値レベルに達してい

ます。

話し中につき、かけ直しログインできません

（26）

ログアウトできませ

ん（26）

26

「Validate IPAddress」サービスパラ
メータが [True]に設定されていると
きに、信頼されていない IPアドレ
スのマシンからユーザがログイン/ロ
グアウトしようとしました（たとえ

ば、Trusted List of Ipsサービスパラ
メータにリストされていないマシン

のサードパーティアプリケーショ

ン/EM API）。

信頼されていない IPエ
ラー

ログインできません

（28）

ログアウトできませ

ん（28）

28

RISDCキャッシュが作成および初期
化されていません。また、EMService
が RISDCに接続できません。

RISがダウン：管理者に
連絡

ログインできません

（29）

ログアウトできませ

ん（29）

29

ログイン/ログアウトがプロキシを通
過しましたが（HTTPヘッダーに
「Via」が設定されています）、
「Allow Proxy」サービスパラメー
タが [False]に設定されています。

プロキシが許可されてい

ない

ログインできません

（30）

ログアウトできませ

ん（30）

30

ホームクラスタの [エンドユーザ
(End User)]ウィンドウで [クラスタ
間のエクステンションモビリティの

有効化(EnableExtensionMobilityCross
Cluster)]チェックボックスがオンに
なっていない場合に発生します。

ユーザのEMCCが非アク
ティブ

ログインできません

（31）

ログアウトできませ

ん（31）

31

デバイスモデルに EMCC機能がな
い場合に発生します（従来の電話機

など）。

デバイスがEMCCを未サ
ポート

ログインできません

（32）

ログアウトできませ

ん（32）

32
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すべての EMCCダミーデバイスが
他のEMCCログインで使用中の場合
に発生します。

空きEMCCダミーデバイ
スがない

ログインできません

（33）

ログアウトできませ

ん（33）

33

この訪問先クラスタのエントリが

ホームクラスタにない場合に発生し

ます。

訪問先クラスタ情報が

ホームクラスタに未登録

ログインできません

（35）

ログアウトできませ

ん（35）

35

管理者がリモートクラスタを1つも
追加していない場合に発生します。

リモートクラスタがないログインできません

（36）

ログアウトできませ

ん（36）

36

ホームクラスタと訪問先クラスタに

同じデバイス名が存在する場合に発

生します。

デバイス名の重複ログインできません

（37）

ログアウトできませ

ん（37）

37

ホームクラスタで EMCCログイン
を許可しない場合に発生します

（ホームクラスタで [クラスタ間の
エクステンションモビリティの有効

化(Enable Extension Mobility Cross
Cluster)]チェックボックスがオンで
はありません）。

EMCCが許可されていな
い

ログインできません

（38）

ログアウトできませ

ん（38）

38

リモートクラスタ IDが有効でない
場合に発生します（リモートクラス

タの更新時に発生）。

無効なクラスタ IDログインできません

（42）

ログアウトできませ

ん（42）

42
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EMCCデバイスに関連付けられたデ
バイスセキュリティプロファイル

では [デバイスセキュリティモード
(Device Security Mode)]が [非セキュ
ア(Non Secure)]でなければなりませ
ん。

このエラーコードはCisco
Unified Communications
Managerリリース 9.x以降
には適用されません。

（注）

デバイスセキュリティ

モードエラー

ログインできません

（43）
43

EMCCログイン時に訪問先クラスタ
のバージョンが 9.xで混合モードで
あり、電話機がセキュアモードで、

ホームクラスタのバージョンが 8.x
である場合に発生します。

リモートクラスタのバー

ジョンがサポートされて

いません

ログインに失敗しま

した（45）
45

EMCCログイン時に訪問先クラスタ
のセキュリティモードが混合モード

で、電話機がセキュアモードで、

ホームクラスタが非セキュアモー

ドである場合に発生します。

リモートクラスタのセ

キュリティモードがサ

ポートされていません

ログインに失敗しま

した（46）
46
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